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概要 読書中断後，読書を再開する際に既読内容のあらすじを提示すれば，既読内容を短時間で振り返ることが
でき，本来の読書時間を削減することなくスムーズに続きを読み始められる．本稿では，読書再開時に必要とされ
るあらすじについて調査するため，人手によるあらすじ作成実験を行った．得られたあらすじについて，あらす
じ文の小説本文中での出現位置や，読書進度に応じたあらすじの変化に着目し，その特徴を分析した．また，毎
回の読書量や読書時間などの読書活動状況とあらすじとの関連についても考察した．
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1 はじめに
ドラマやアニメ，週刊連載の小説や漫画などでは，視

聴者・読者に前回の内容を想起させる手段として，あら

すじが用いられることが多い．長編小説の読書時には，

読書中断後，読書を再開する際に物語の過去の内容を忘

れてしまい，読み返しを行う場合がある．ここでも，あ

らすじは有効に働き，既読内容の短時間での振り返りや，

スムーズな読書再開が期待される [1]．

あらすじは，特定の単語（キャラクターやイベント）

に関連した事柄を既読範囲から抽出して要約すること

で構成される．この観点から見れば，一般的な Query

focused summarization（QFS）の一部として捉えるこ

とができる．一方で，読書の進行に応じて要約対象とな

る文章が更新されて，あらすじが変化する．この観点か

ら見れば，Update summarization（US） [2]の一種と

しても捉えられる．つまり，読書進度に応じたあらすじ

生成は，QFSと USの両性質を併せ持つと考えられる．

あらすじ生成に関する研究としては，今野らの小説要

約 [3]や野崎らの物語理解システム [4]がある．単語の

重要度に関しては白鳥ら [5]や田島ら [6]の各ジャンル

における重要単語判定や，前田ら [7]の小説テキストに

おけるネタバレ単語についての調査がある．

本稿では，読書再開時に必要とされるあらすじについ

て調査するため，人手によるあらすじ作成実験を行う．

得られたあらすじについて，あらすじ文の小説本文中で

の出現位置や，読書進度に応じたあらすじの変化に着目

し，その特徴を分析する．

2 人手によるあらすじ作成実験
本研究で対象とする小説は，本文が 20,000字以上の

小説テキストとした．20,000字以上の小説を読む際には

読書の中断が複数回あると考えられ，あらすじの有用性
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図 1 あらすじ文選択範囲

が期待されるためである．文章量の多い小説は一般的に

登場人物数も多いと想定され，あらすじによる情報整理

の意義があることも理由として挙げられる．あらすじ作

成では，青空文庫において公開中の小説「こころ」，「銀

河鉄道の夜（新潮文庫版）」，「地獄変」のテキストデー

タを用いた．表 1に，これら 3作品の小説 IDと著者名

をはじめとするメタ情報を示す．同表中の文字数，単語

数，文数，段落数は，テキストデータから題名，著者，

脚注，底本情報，見出しを削除した後，本文に含まれる

数になる．ID N1 については，文字数を他の 2作品と

おおよそ均等にするため，「上　先生と私」部分のみを

抜粋して使用した．使用した 3作品は，2016年通年の

XHTML版青空文庫アクセスランキング（全 13,969作

品，2016.12.31時点）において，それぞれ 2位，11位，

58位と高順位にある作品であり，各作品の著者につい

ても著者毎の作品アクセス数合計の上位 3名である．

あらすじ作成実験は，割り当てられた各作品の内容を

知らない 10代後半から 20代の男女合計 22名により行

われた．各作品を用いたあらすじ作成実験の被験者数を，

表 1 中に示す．被験者には，実験期間中は小説のあら

すじなどのネタバレとなりうる情報を得ないよう指示し

た．本実験は，以下の 3手順の反復により行われた．

1. 小説を閲読させる

読書開始時刻・読書終了時刻と，読書を中断して

しおりを挟んだ位置を記録させる．
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表 1 実験に使用した小説のメタデータと各小説を用いた実験の被験者数
小説 ID 著者 題名 文字数 単語数 文数 段落数 被験者数

N1 Ն目ᕸੴ こころ（上） 49,103 32,415 1,779 282 7
N2 ࣏ݡ୔ٶ 銀河鉄道の夜（新潮文庫版） 38,212 22,963 1,100 158 8
N3 և઒ཽ೭հ 地獄変 26,103 18,313 480 98 7

表 2 各小説における被験者によるしおりૠೖՕॴ
章અ 空行 段落間 文間 しおり
۠੾り ૯数

しおり N1 20 0 0 0 20
の数 N2 14 1 5 4 24

N3 13 0 1 0 14

表 3 選択されたあらすじ文の位置
小説 しおり௚前の しおり௚前の 既読範囲から
ID 読書範囲のみ 読書範囲と ໢ཏ的に選択

から選択 小説๯಄から選択

N1 S2, S3, S4, S6, S7 S1 S5

N2 S9, S10, S11, S12, S13 S8

S14, S15

N3 S17, S18, S19, S20 S16, S21, S22

2. 内容֬ೝのための質໰に回౴させる

質໰は 1作品につき 10໰用意しており，毎回の読

書範囲において回౴Մೳな質໰を読書終了͝とに

提示する．

3. あらすじを作成させる

既読範囲から 8文を選択し，小説本文中での出現

順にฒ΂たものをあらすじとしてѻう．

あらすじに選択する文数は，作品名・著者名のҟなるラ

イトϊベル のあらすじ文数を調査した݁Ռに得ら࡭34

れたฏ均஋ 8.17647を小数ୈ一位でޒࣺ࢛ೖした஋から

ઃ定した．

あらすじ作成時には，前提として，被験者に以下の 2

点を఻えた．

• あらすじとは，「読者が続きを読む際に必要な情報」
のことを指す．

• 作成するあらすじは，今回の読書範囲を読む௚前
に読むものであり，前回までの読書範囲に含まれ

る文を抜き出して作成する．

読書中断時におけるあらすじ文の選択範囲を，図 1に

示す．今回読書を中断した位置，すなわͪ今回のしおり

位置，まで読んだ際には，小説๯಄から前回のしおり位

置までの範囲から，あらすじとする文を選択する．つま

り，2回目読書後には小説๯಄から 1回目のしおり位置

までの範囲，3回目読書後には小説๯಄から 2回目のし

おり位置までの範囲から，それぞれあらすじ文を選択す

る．1回目読書終了時には前回のしおり位置がଘࡏしな

いため，あらすじ作成は行わない．

内容֬ೝのための質໰に対して，被験者 22名全һが

80%以上のਖ਼౴཰を示した．す΂ての被験者が小説の内

表 4 被験者͝とのしおり௚前文のあらすじ΁の選択֬཰
小説 ID pi = 0.00 0.00 < pi ≤ 0.50 0.50 < pi ≤ 1.00

N1 (S1 : 0.00), (S7 : 0.50) (S2 : 1.00)
(S3 : 0.00),
(S4 : 0.00),
(S5 : 0.00),
(S6 : 0.00)

N2 (S11 : 0.00), (S10 : 0.50), (S8 : 0.75),
(S12 : 0.00), (S13 : 0.33) (S9 : 0.60),
(S15 : 0.00) (S14 : 0.67)

N3 (S16 : 0.00), (S21 : 0.50) (S22 : 1.00)
(S17 : 0.00),
(S18 : 0.00),
(S19 : 0.00),
(S20 : 0.00)

容を理解した上であらすじを作成したと考え，被験者 22

名の作成したあらすじす΂てを，有効なࢀ考情報として

ѻった．

3 あらすじの࡯ߟ
被験者によって作成されたあらすじと被験者の読書活

動の݁Ռ，またそれらの関܎について，以߱でड़΂る．

考察では，「しおり位置の޲܏」「作成されたあらすじ文

の抽出ݯ」「読書間ִとあらすじ」「あらすじ中の意ຯ情

報」の観点を用意した．

3.1 ͓͠ΓҐஔの޲܏
被験者がしおりを挟んで読書を中断した位置を表 2に

示す．同表中では重複をೝめておらͣ，章અ۠੾り，空

行，段落間，文間の順に判定を行い，֘当߲目がଘࡏし

た時点で判定を終了した．3作品す΂てにおいて，しお

りの半数以上が章અ۠੾りとなる位置にૠೖされた．ま

た，章અ۠੾りと空行は段落間にแ含されるため，どの

作品においても，しおり૯数の 83%以上は段落間にૠ

ೖされたことになる．

文章において，段落は 1つの意ຯを持つ文のまとまり

であり，段落͝とにओ題を持つ．段落は章અにおける物

語の۠੾りであると考えられ，読者が小説の読書を中断

するタイϛングは物語の۠੾り位置であると示ࠦされた．

3.2 あらすじจのநग़ݯ
被験者の毎回の読書範囲と小説中のあらすじ文の位置

との関܎を分析した．選択されたあらすじ文の位置につ

いて，しおり௚前の読書範囲のみから選択されたύター

ン，小説๯಄としおり௚前の読書範囲から選択されたύ

ターン，既読範囲全ମから໢ཏ的に選択されたύターン

の 3通りの޲܏が見られた．小説๯಄とは，各被験者の
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表 5 読書間ִとあらすじ文の位置の関܎（3回目読書前のあらすじ）
小説 1 ೔ະຬ 1 ೔以上 3 ೔以上 7 ೔以上 14 ೔以上 30 ೔以上
ID 3 ೔ະຬ 7 ೔ະຬ 14 ೔ະຬ 30 ೔ະຬ

N1 (S2 : 0.00), (S5 : 0.63), (S1 : 0.38), (S4 : 0.00), (S3 : 0.00)
(S6 : 0.00) (S7 : 0.00)

N2 (S10 : 0.00), (S11 : 0.00), (S9 : 0.00) (S8 : 0.25) (S12 : 0.00),
(S13 : 0.63), (S15 : 0.00) (S14 : 0.00)

N3 (S20 : 0.00) (S18 : 0.00), (S19 : 0.00), (S22 : 0.38) (S19 : 0.00) (S16 : 0.25)
(S21 : 0.50)

表 6 読書間ִとあらすじ文の位置の関܎（4回目読書前のあらすじ）
小説 1 ೔ະຬ 1 ೔以上 3 ೔以上 7 ೔以上 14 ೔以上 30 ೔以上
ID 3 ೔ະຬ 7 ೔ະຬ 14 ೔ະຬ 30 ೔ະຬ

N1 (S5 : 0.50), (S6 : 0.00) (S4 : 0.00) (S3 : 0.00)
N2 (S13 : 0.50), (S14 : 0.00) (S8 : 0.13), (S12 : 0.00) (S9 : 0.00)
N3

1回目の読書範囲を指す．表 3に，これら 3種ྨの޲܏

と被験者͝とのあらすじ文選択޲܏を示す．表中では被

験者を Siと示しており，S1から S7がN1，S8から S15

が N2，S16 から S22 が N3 それぞれの小説を用いた実

験の被験者である．

あらすじとして提示される情報として，す΂ての被験

者がしおり௚前の読書範囲の情報を必要としたことから，

あらすじには読書中断௚前の内容がٻめられると考えら

れる．一方で，しおり௚前の読書範囲のみの情報でे分

とする被験者が多いのに対し，小説๯಄や他の既読範囲

から情報を必要とする被験者もおり，被験者に応じたあ

らすじ生成の必要性が示ࠦされた．また，あらすじ文選

択位置ύターンには作品のӨڹはബいとਪ察される．

しおり௚前の 1文は読書再開後の続きの内容にܨがる

情報を含んでいるՄೳ性がある．読書中断௚前までの内

容を想起するためにしおり௚前の 1 文が重要とされる

とԾ定し，被験者 Si のしおり௚前文のあらすじ΁の࠾

択֬཰ piを調査した．֬཰ piは下ࣜ (1)によりࢉ出さ

れる．

pi =
しおり௚前文を含むあらすじの数

あらすじ作成回数
(1)

表 4に，pi஋の۠間毎に被験者 IDと pi஋を (Siɿpi)の

．で示すࣜܗ

被験者の過半数はしおり௚前文をあらすじに選択して

おらͣ，しおり௚前文はあらすじとして重要であるとは

いえない݁Ռとなった．しかし，しおり௚前文を選択す

る被験者も一定数おり，毎回しおり௚前文を選択してい

る被験者も 2名いた．あらすじ௚前文が重要であるか൱

かは，被験者によってҟなることが示ࠦされた．

3.3 読書ִؒとあらすじ
1 章でड़΂たように，読書間の時間間ִが長い場合に

は既読内容を忘れてしまう場合がある．これより，読書

間ִが長い΄ど前提となる࠷ॳの部分からの情報が必要

とされるとԾ定し，あらすじにおけるॳ回読書範囲から

選択されたあらすじ文の割合と読書間ִの関連を調査し

た．3回目読書前，4回目読書前に提示される΂きあら

すじにおける݁Ռを，それぞれ表 5，表 6に示す．݁Ռ

は，被験者 Si とあらすじにおけるॳ回読書範囲から選

択されたあらすじ文の割合 fi のセοト (Si : fi)により

示す．fi は下ࣜ (2)でࢉ出される．

fi =
ॳ回読書範囲から選択された文数

あらすじの૯文数
(2)

ここで，2 章でड़΂たようにあらすじの૯文数はৗに 8

である．表 6において，3回の読書で実験を終了した被

験者の݁Ռは記載していない．

表 5， 6に示すように，読書間ִが 1೔ະຬや 1೔

以上 3೔ະຬの場合でも，ॳ回読書範囲の文が選択され

た．また，3回目読書時には読書間ִが 30೔以上の場合

にॳ回読書範囲の文が選択されなかった．これらより，

読書間ִはあらすじにӨڹせͣ，読書間ִが長い΄ど前

提となる࠷ॳの部分からの情報が必要とされるというԾ

説は൱定された．

同一の被験者が 3回目読書時に作成したあらすじと 4

回目読書時に作成したあらすじにおけるॳ回読書範囲の

文に着目した．4回目読書時に作成したあらすじにおい

て，ॳ回読書範囲に含まれる文を選択した被験者は，3

回目読書時に作成したあらすじにおいてもॳ回読書範囲

に含まれる文を選択していた．一方，4回目読書時にॳ

回読書範囲の文を選択しなかった被験者は，3回目読書

時にもॳ回読書範囲の文を選択していなかった．また，

この޲܏については，小説によるࠩҟも見られなかった．

これらより，小説๯಄部分の情報を必要とするか൱かは，

各被験者ݻ有の޲܏であることが示された．

3.4 あらすじதのҙຯ৘ใ
表 7に，あらすじとして選択された文に含まれる意

ຯ情報について，キャラクター名，人শ，場ॴ，୆ࢺの

含まれる文の数を示す．同表中のύーセンテージは，そ

れぞれ小説全文，1名以上に選択されたあらすじ文，複

数名に選択されたあらすじ文の૯文数に઎める割合で

ある．
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表 7 小説全文とあらすじ文中の各意ຯ情報を含む文数．ただし，ׅހ内には，全文数に対して各文数が઎める割合を示す．
キャラクター名 人শ 場ॴ ୆ࢺ ૯文数

N1 小説全文 708 (39.8%) 756 (42.5%) 135 (7.6%) 715 (40.2%) 1179
1 名以上に選択されたあらすじ文 61 (64.9%) 65 (69.1%) 23 (24.5%) 26 (27.7%) 94
複数名に選択されたあらすじ文 13 (65.0%) 17 (85.0%) 6 (30.0%) 3 (15.0%) 20

N2 小説全文 393 (35.7%) 138 (12.5%) 77 (7.0%) 579 (52.6%) 1100
1 名以上に選択されたあらすじ文 62 (55.9%) 22 (19.8%) 22 (19.8%) 37 (33.3%) 111
複数名に選択されたあらすじ文 22 (62.9%) 7 (20.0%) 8 (22.9%) 11 (31.4%) 35

N3 小説全文 232 (48.3%) 49 (10.2%) 53 (11.0%) 116 (24.2%) 480
1 名以上に選択されたあらすじ文 41 (78.8%) 1 (1.9%) 7 (13.5%) 2 (3.8%) 52
複数名に選択されたあらすじ文 20 (80.0%) 1 (4.0%) 4 (16.0%) 0 (0.0%) 25

まͣ，キャラクター名について考察する．3作品す΂

てにおいて，小説全文中での出現割合に対して，1名以

上およͼ複数名に選択されたあらすじ文中での出現割

合は，20%以上高い݁Ռとなった．あらすじ生成の指ඪ

として，キャラクター名の活用が多くの読者に必要とさ

れるあらすじ文の抽出にݙߩすることが示ࠦされた．場

ॴ情報についても，小説全文中での出現割合に対して，

1名以上およͼ複数名に選択されたあらすじ文における

出現割合が高い஋を示したことから，場ॴ情報もあらす

じ生成の指ඪとして有効活用できるՄೳ性がある．ただ

し，N1 と N2 においては 10%以上のࠩがあるのに対し

N3においては 2.5%のࠩのみであり，小説の内容によっ

ては有効性にࠩҟがଘࡏするՄೳ性も示ࠦされた．人শ

については，N1 と N2 では小説全文中よりもあらすじ

文中の方が高い出現割合を示しているが，N3 ではあら

すじ文中よりも小説全文中でより高い出現割合を示し

た．小説全文中の人শを含む文の割合は，N1 : 42.5%，

N2 : 12.5%，N3 : 10.2%であった．N1 があらすじ文中

で高い出現割合を示したのは，語り手である「私」がස

ൟに出現し，またその語り手が重要人物であるためであ

り，「私」がキャラクター名として捉えられていたためと

考えられる．୆ࢺについては，3作品す΂てにおいて，

小説全文中の出現割合よりもあらすじ文中の出現割合の

方が 10%以上௿い݁Ռとなった．この݁Ռをར用し，୆

することであらすじ生成ࢉの含まれる文の重要度を減ࢺ

に活用できるՄೳ性がある．

4 ͓ΘΓに
本稿では，読書進度に応じたあらすじのࣗ動生成を目

的とした調査研究として，人手によるあらすじ作成実験

を行い，作成されたあらすじの特徴について考察を行っ

た．考察の݁Ռ，以下の知見が得られたʀ

• しおりが挟まれる位置は，読者や作品によらͣ物
語の۠੾りとなるՕॴにภる

• あらすじは，「しおり௚前から抽出」「しおり௚前
と小説๯಄から抽出」「既読範囲全ମから໢ཏ的に

抽出」の 3ύターンで作成される

• しおりの௚前の文があらすじに含まれるか൱かは

被験者の特性による

• 読書間ִとあらすじ文の抽出ݯの間には関܎は見
られない

• キャラクター名と場ॴ情報はあらすじ生成におい
て有効に働くՄೳ性がある

今後は，同一の読者がҟなる小説に対してあらすじを

作成した場合の޲܏を考察する．また，本稿で໌らかに

なったあらすじ生成に有効な知見をجに，読者の޷みに

あったあらすじのࣗ動生成手๏についてݕ౼していく．

このとき，小説以֎の情報（ྫえば，画૾や地図情報）

を用いた読書のΤンターテインメント性の֦ுについて

もٞ࿦していく．

ँࣙ
本研究は一部，科学研究අए手研究 B#16K21482の

ॿ成のもと行われた．
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